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木城町立木城小学校 

 

■ 学校自己評価書（学校関係者評価を含む） 

 

重点目標 

Ⅰ 児童一人一人の個性や能力を引き出し，伸ばし，見届ける教育の推進を通

して，「確かな学びの力」のための基礎を養う。 

Ⅱ 児童一人一人に豊かな人間性を育てる心の教育の推進を通して，「確かな

心の力」のための基礎を養う。 

Ⅲ 基礎的な運動技能・能力を高め，運動に親しませる教育の推進を通して，

「確かな体の力」のための基礎を養う。 

Ⅳ 児童一人一人がよき町民となるよう，将来にわたって社会性を身に付ける

教育を通して，「日常生活の力」のための基礎を養う。 
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＜学力向上＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人の個性や能力を引き出し，伸ばし，見届ける教育の推進を通して，「確かな学
びの力」のための基礎を養う。 

学 
 
力 
 
向 
 
上 

学 
 
習 
 
指 
 
導 

学習意欲
を高める。 

学習態度育成週
間を利用して，姿
勢・返事・挙手な
どの望ましい学習
態度を身に付けさ
せる。 
楽しく分かる授

業づくりに努め
る。 

立腰指導をはじ
め，木城小スタン
ダード「学びの約
束」の共通実践に
当たる。 
 
発問や板書を工

夫するとともに，
具体物の活用や操
作活動を取り入れ
る。 

３ 

３．５ 

・ 学習態度の育成に係る姿勢
指導については，学校の重点
課題ととらえ，「こしぼね」
（立腰）を合言葉に指導を継
続している。 

○ 児童の学ぶ姿勢や心構えの
育成等を教育の基本に据え，
「学びの約束」の共通実践が
図られることで，受け身の教
育から，個々の児童が主体的
に学ぶ喜びを体感できる学習
方法を身に付けていくことを
願っている。 

○ 学校は，学習態度の育成に
努力していると思えう。 

・ 「指導方法の工夫・改善に
よる学習内容の確実な定着」
に係る教職員アンケート結果
から１００％の肯定的回答が
得られたが，４段階評価の評
定４（よくあてはまる）につ
いては１８％にとどまってい
る。 

○ 上記教職員アンケート結果
の１８％のとらえ方について
は，これまでの取組に対する
確かな手応えと実感した上
で，更なる継続が望まれる。 

・ 「授業改善の４つの視点」
を踏まえた授業づくりに力を
入れている。 

基礎学力
を定着させ
る。 

単元末テストの
平均点８０点以上
を達成する。 
基礎・基本を定

着させ，漢字力・
計算力を高める。 
 
学力検査（調

査）の結果を指導
に生かす。 
 

算数科の少人数
指導を効果的に実
施する。 
活用問題対策を

含めた「ぐんぐん
タイム」を計画的
に実施する。 
県・全国学力調

査の結果を踏ま
え，活用する力の
向上に関する学年
の取組を充実させ
る。 

３ 

・ 少人数指導推進教員による
実態把握とデータ管理の一元
化を図り，学力の底上げを目
指している。 

・ 算数科のＷｅｂ評価問題に
加え，国語科のＢ問題への取
組も含めたぐんぐんタイムの
確実な実施と，学年間の共通
実践に努めている。 

・ 昨年度作成した国語科のＢ
問題集及び漢字プリントを活
用した補充指導に努めてい
る。 

○ 小・中学校が連携して組織
的に取り組んだり，児童の学
ぶ意欲の向上や教員の指導力
向上を目指す研修会を実施し
たりすることが大切である。 
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発展問題
・探究学習
に挑戦させ
る。 

表やグラフの読
み取りの力を高め
る。 
探究的な学習が

できる環境を整え
る。 

 グループワーク
やディベートなど
のアクティブラー
ニングの取組を通
して，能動的に考
える場を与える。 

３ 

・ 主体的な学びの場はもとよ
り，協働的な学びの場も設定
し，ペアやグループでの活動
も取り入れている。 

・ 学級全体での学び合いの場
を充実させたい。 

 
伝える力

の育成を図
る。 

話合い活動の場
を設定し，言語活
動の更なる充実を
目指す。 

 考えや意見，気
持ちを文にまと
め，相互に発表し
合うとともに，聞
き取りながら理解
を深める手立てを
とる。 
 

３ 

・ 学級活動における話合いの
指導方法について夏季研修で
再確認し，国語科を中心に他
教科への指導に生かしてい
る。 

 

読 
 
書 
 
指 
 
導 

読書の習
慣化を図
る。 

学校図書利用総
冊数が前年度を上
回るよう学校図書
館利用の充実を図
る。 

学年部ごとに読
書冊数の達成目標
を設定する。 
家読（うちど

く）を奨励し，家
庭読書の習慣化を
図る。 
 
 
 
 

４ 

・ 多読賞の基準を設け，月当
たり低１０冊・中７冊・高５
冊を学年部の目標にして読書
を促している。 

・ ２月中旬段階における学校
図書利用総冊数は，１１２８６
冊であり，児童一人当たりの
貸出冊数は，計４０冊 
（３．６冊／月）となった。
学校司書の取組による効果も
大きい。 

○ 読書がしっかりと習慣にな
っていると思う。読書をする
ことで読む力や解く力が向上
すると思うので，今後も指導
をお願いしたい。 

○ 学校図書利用冊数が増える
ことは，国語など各教科の学
力向上にもつながると思うの
で，更に図書利用をお願いし
たい。 

 

家 
 
庭 
 
学 
 
習 

家庭学習
の充実を図
る。 

家庭学習の充実
に向けた働きかけ
を継続する。 

学習内容の定着
を図るための適切
な課題を与える。 
家庭学習時間の

確保に努める。 
家庭学習内容の

点検・見届けをし
てもらう。 ２ 

・ 昨年度，小中連携教育研究
会において家庭学習の手引き
を作成し，小中全家庭に配付
した。活用状況についてのア
ンケート結果からは，手引き
の活用が十分とは言えない現
状が明らかになった。 

・ 参観日の懇談会や通信等を
活用して継続的に働きかけた
り，保護者からの返信等も活
用して双方向のやり取りを行
ったりしている。 

・ 次年度に向け，児童用手引
きの作成も検討している。 
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＜心の教育＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人に豊かな人間性を育てる心の教育の推進を通して，「確かな心の力」のための
基礎を養う。 

心 
 
の 
 
教 
 
育 

心 
を 
豊 
か 
に 
す 
る 
教 
育 
環 
境 

豊かな心
を育てる。 

様々な体験（栽
培活動）や，学習
経験（道徳の時間
・学級活動等）を
充実させる。 

体験活動を重視
し，時代に即した
道徳教育を計画的
に推進する。 

３ 

３．０ 

・ 平成３０年度より導入され
る「道徳科」の実施に向け，
道徳教育の全体計画を見直す
とともに，他教科等との関連
を明確にした「別葉」を作成
した。 

・ 教師アンケートの結果から
「清掃場所でのチャイム黙
想」１００％，「無言清掃の
指導徹底」９４％の肯定的回
答が得られた。 

・ １２月末の児童アンケート
の結果からは「清掃場所での
チャイム黙想を守っている」
９８％，「無言清掃をしてい
る」９７％の肯定的回答が得
られた。 

○ 学校を訪問した時に，清掃
がしっかりなされていた。 

・ 全校児童の美しい歌声が聞
かれるようになってきた。ま
た，「時期に配慮した掲示の
工夫」に係る教師アンケート
の結果から９４％の肯定的回
答が得られた。 

○ 日々の教育活動において，
一定の成果がみられる。さら
に，「豊かな心」のあるべき
姿を細分化し，その姿を具現
化していく方策を工夫すると
ともに，段階的に成果が確認
でき，評価しやすいものにす
ることで，教職員と児童が手
応えを共有できるとよいので
はないか。 

 

清掃についての
重点指導事項を確
認し，指導を徹底
する。 
日頃から普通教

室や特別教室等の
整理整頓に努め，
教育環境を整え
る。 

清掃時間の使い
方を工夫するとと
もに，児童一人一
人に清掃の仕方を
理解させ，清掃場
所でのチャイム黙
想と無言清掃を徹
底する。 
 

美しいものを感
じ取る感性を育て
る。 

音楽（歌）のあ
る環境，児童の作
品（絵・作文・詩
・俳句），各種掲
示物が常に掲示さ
れた教育環境づく
りに努める。 

基 
本 
的 
な 
生 
活 
習 
慣 

基本的な生活習
慣を身に付けさせ
る指導を継続す
る。 

特に，あいさつ
・返事を中心に指
導を徹底する。 

２ 

・ 「地域と連携したあいさつ
指導」に係る教師アンケート
の結果から９３％の肯定的回
答が得られたが，児童の声に
やや元気がない。 

・ １２月末の児童アンケート
の結果からは「進んであいさ
つをしている」９０％の肯定
的回答が得られた。 

○ 中学生は校外・校内でもあ
いさつができるが，小学生は
校外でのあいさつが，やや少
ないように感じる。 
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○ あいさつは，重要なコミュ
ニケーションの一歩であるの
で，もっとできるようになっ
てほしい。大人側にもやや問
題があるとは思うが。 

・ トイレのスリッパ並べ，静
かな廊下歩行については，継
続した指導を要する。 

 

生 
徒 
指 
導 

社会性を
育てる。 

集団活動や集団
生活を通して，規
範意識を育てると
ともに，協力して
助け合う態度を育
てる。 
 

集団活動や集団
生活を通して，高
学年のリーダー的
資質を伸ばす。 

３ 

・ 運動会では，高学年をリー
ダーとした，望ましい集団行
動が見られた。 

○ 運動会は，高学年を中心に
まとまりが見られ，集団行動
がよくなされていると感じ
た。 

・ 議題を設定した学級におけ
る話合い活動を重視するよう
努めている。 

 
 
 
 
・ 定期的なアンケート，年５
回の教育相談，ラポール委員
会（いじめ・不登校対策委員
会）を連動させて実施し，い
じめと判断できる事態が発生
しないよう，意識を高めてい
る。 

・ 悩みや不安を抱えた児童に
対して，常時指導として様々
な場面で声を掛けたり，道徳
や学級活動の授業を通して未
然防止及び早期解決に心掛け
たりしている。 

○ いじめ・不登校問題は，関
係機関・家庭・地域社会（安
全守る隊など）と連携して対
策の実施をお願いしたい。 

 

何事にも積極的
に進んで取り組
み，自分のよさや
特徴を出そうとす
るたくましい態度
や行動力を育て
る。 

話合い活動を通
して，学校生活の
課題解決につなげ
られるよう指導す
る。 
 

教育相談を充実
させ，児童理解に
努める。 
 

定期的なアンケ
ートと教育相談を
連動させ，的確な
児童理解に努める
とともに，現状及
び対策を共有する
ラポール委員会
（いじめ・不登校
対策委員会）を効
果的に実施する。 
 

自 
主 
・ 
自 
立 
的 
活 
動 

自主的・
自立的な力
を育てる。 
 

委員会，代表委
員会，児童集会活
動等各活動に対し
て，児童が進んで
取り組めるように
する。 
朝のボランティ

ア活動を推奨す
る。 

自ら計画を立
て，自分たちの問
題として考え，自
ら行動できる仕組
みを整える。 
 
児童の自主的な

活動として，登校
後に正門や校庭の
清掃等を行うよう
働きかけを継続す
る。 
 
 

３  

・ 「委員会活動の充実」に係
る教師アンケートの結果から
１００％の肯定的回答が得ら
れたが，４段階評価の評定４
（よくあてはまる）について
は１２％にとどまっている。 
児童の自主的な動きへの指導
がまだ十分ではない。 
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＜体力向上＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 基礎的な運動技能・能力を高め，運動に親しませる教育の推進を通して，「確かな体の力」
のための基礎を養う。 

体 
 
力 
 
向 
 
上 

体 
力 
づ 
く 
り 

体力を育
てる。 
 
 

教科体育の充実
を図り，筋力・瞬
発力・持久力等の
体力を高める。 
体力テストの結

果４８項目中３０
項目が県平均を上
回る。 
「握力」「長座

体前屈」「２０ｍ
シャトルラン」で
Ｔスコア５０以上
を目指す。 

サーキットトレ
ーニングや，体育
の時間の始めに工
夫した強化運動を
取り入れる。 
なわとび・持久

走運動を計画的に
実施する。 
 

３ 

３．０ 

・ 昨年度の体力テストの結果
を基に，体力向上プランを作
成するとともに，学校全体の
共通実践目標を設定し，日々
の体育科授業で実践してい
る。 

・ 今年度のＡ判定児童数は，
３４名（１２％）。 

・ 今年度の体力テスト結果を
基に，分析と新しい目標を設
定し，次年度の体力向上プラ
ンを作成した。 

○ 恵まれた自然環境にあるこ
とを日常生活から体感させた
い。昔遊びやサバイバル的体
験等で自然から学べる感性や
知恵を大切にしながら，臨機
応変に身を守る動きが自然に
（本能的に）できる訓練が日
頃から大切ではないか。 

 

技 
能 
・ 
能 
力 

運動技能
・運動能力
を高める。 
 

体育指導を計画
的に進めるととも
に，体力向上プラ
ンを適切に実践す
る。 
 

各種運動技能に
ついて，達成カー
ド等を用いて高い
目標をもたせなが
ら継続的に取り組
ませる。 
 
 
体育実技研修を

実施し，指導力の
強化に努める。 

３ 

・ 「体力向上プランを生かし
た指導」に係る教師アンケー
トの結果から８７％の肯定的
回答が得られたが，４段階評
価の評定４（よくあてはまる）
については０％であったこと
から，プランの共通理解と適
切な実施が課題である。 

○ 近年の児童は，体力や運動
技能が低いといわれるが，児
童一人一人の能力に応じた指
導方法の工夫を通して，自己
健康管理能力や，基本的な生
活習慣を身に付けた心身共に
健康な児童の育成を目指して
ほしい。 

 

健 
康 
教 
育 

健康的な
生活習慣を
身に付けさ
せる。 
 
 

「早寝・早起き
・朝ごはん」を合
言葉に，一日の生
活リズムを身に付
けさせる。 
 
 
 
手洗い・うがい

・身だしなみ等基
本的な生活習慣を
身に付けさせる。 

「よく食べて」
「よく動いて」
「よく寝る」など
の日常化を推進す
る。 
 
 
 
毎月，朝食摂取

や就寝時刻等の実
態を把握し，健康
な生活への意識付

３ 

・ 「保健指導の効果的な実
施」に係る教師アンケートの
結果から９４％の肯定的回答
が得られたが，４段階評価の
評定４（よくあてはまる）に
ついては１９％であった。健
康生活週間における実態調査
及び啓発を継続する。 

・ １２月末の保護者アンケー
トの結果からは「早寝・早起
き・朝食摂取等の家庭生活習
慣の定着」について７９％の
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むし歯治療率 

７０％以上を達成
する。 

けを図る。 
健康生活週間に

おける取組（さわ
やかチェック）及
び保健だよりによ
る家庭への働きか
けを継続する。 
むし歯予防とむ

し歯治療の働きか
けを推進する。 

肯定的回答が得られた。 
○ 児童の「早寝・早起き・朝
食摂取」が１００％になるよ
うに家庭への呼び掛けをＰＴ
Ａとしても行っていきたい。 

 
 
・ 年度当初の歯科検診の結果
を基に，保護者への啓発文書
を発送したり，様々な機会に
治療の達成状況を知らせたり
している。 

・ ２月中旬段階での治療率
は，７５．４％で目標は達成
した。今年度は，８０％を超
える治療率を期待している。
３月に，最終勧告を行う予
定。 

 

食 
 
育 

食育の機会を通
して，体によいも
のを考えて食べる
習慣を身に付けさ
せる。 
 
給食時間の指導

を適切に行い，充
実した給食ができ
るようにする。 
朝食摂取・給食

完食１００％を目
指す。 
年３回「弁当の

日」を実施する。 

食に関する指導
全体計画に則した
指導に努め，給食
指導の充実を図
る。 
 
食物アレルギー

による事故を未然
に防ぐ。 
 
 
 
 
「弁当の日」を

設定し，食への関
心を高める。 

４ 

・ 「食に関する指導の充実」
に係る教師アンケートの結果
から８６％の肯定的回答が得
られたが，４段階評価の評定
４（よくあてはまる）につい
ては２９％であった。 

・ １２月末の児童アンケート
の結果からは「給食は残さず
食べている」について９７％
の肯定的回答が得られた。 

・ 給食センターや関係職員の
協力により，食物アレルギー
の事故も現在起きていない。 

・ 学級活動や日々の給食指導
によって食に関する実践的指
導を行う一方で，年間３回設
定された「弁当の日」の取組
で家庭への啓発も継続してい
る。 
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＜心豊かでたくましい人づくり＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人がよき町民となるよう，将来にわたって社会性を身に付ける教育を通して，
「日常生活の力」のための基礎を養う。 

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り 

人
材
育
成 

児童一人
一人に木城
小スタンダ
ードを定着
させる。 

基本的な所作を
身に付けた，信頼
される人材を育成
する。 

木城小スタンダ
ードを活用した指
導を継続的に行
い，当たり前のこ
とが当たり前にで
きるようにする。 

３ 

３．０ 

・ 年度当初，学校における
「知・徳・体」の約束をまと
めた「木城小スタンダード」
について全校児童を対象に一
斉指導した。 

〔木城小スタンダードの内容〕 
「学び」の約束 
 学習用具 授業準備 
 話の聞き方 発表の仕方等 
「生活」の約束 
 集団登校 『日々新』唱和 
 校内でのきまり 清掃 
 校外でのきまり等 
「体育・給食」の約束 
 集団行動 身だしなみ 
 給食のきまり等 

○ 基本的な所作や凡事の指導
は，体力の向上と相通じる点
が多く，学校生活だけで身に
付けさせることは難しいと考
える。家庭や地域社会との連
携を図り，あらゆる場面や機
会をとらえて，体で覚えさせ
る必要性を感じる。学校での
取組を町民等に対しても積極
的に発信し，理解と協力を呼
び掛けることで，地域社会と
の距離感を近づけるよい機会
としてほしい。 

教
育
環
境 

凡事徹底
の指導を推
進する。 

凡事徹底を通し
て，教育環境の基
盤を整備する。 
 

花いっぱいの学
校，ごみのない教
室や廊下・階段，
帽子・靴・傘・衣
類・机・椅子が整
理整頓された学校
環境づくりを推進
する。 
教室に児童の作

品がたくさん掲示
・展示された学校
環境づくりを推進
する。 ３ 

・ 紙くずなどが教室の床に落
ちたままになっている学級が
あった。清掃時間のみでな
く，移動・準備の時間にも意
識して拾わせ，常に教室の学
習環境を整えていく教師の意
識の高まりが必要である。 

○ 日常生活の力を育成するに
当たり，よく努力していると
感じる。しかし，「心豊かで
たくましい人づくり」は，学
校だけではできないことが多
いと思う。家庭との連携が必
要である。 

○ 道路での危険な遊びが見ら
れることがある。重大事故に
つながる可能性もあることか
ら，生徒指導・安全指導を徹
底してほしい。 

○ 地域社会と連携し，自然体
験活動やものづくり体験等を
通して，自然の美しさや命の
大切さ，物を大切にする心を
育ててほしい。 
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＜校長所見＞ 

次年度の方

向性につい

ての校長の

所見 

学校経営ビジョンを基に「学力向上」「心の教育」「体力向上」「心豊

かにたくましい人づくり」について学校経営を進めてきた。 

年度当初の計画を学期ごとに評価し，改善できることは途中からでも変

更し，実施に移してきた。 

特に，学力向上については，町の施策による学力向上サポーターの配置

が効果的であり，習熟度別にきめ細かな指導を推進することができた。ま

た，県の事業である重点支援校訪問を受け，児童が「分かる・できる」ま

で教える授業づくりを構想しているところである。次年度も，国語科にお

ける「読みの力」のレベルアップを図ることで，他教科への更なる波及を

期待したい。また，図書司書の配置も児童の読書に関して質量共に高まっ

たととらえている。 

徳育に関しては，児童の明るい元気なあいさつについて，継続した指導

の必要性を実感した。また，昨年発生したようないじめの確認はなされて

いないので，今後も見守っていきたい。 

保健に関しては，昨年度に引き続き歯科衛生面でむし歯治療率が改善し

ている。今後も更に高い治療率を目指したい。 

家庭・地域社会に対しては，学校からの配付物を適時発行し，学校の様

子を知らせてきた。ホームページの更新や安心メールも有効に活用してき

た。今後も続けていきたい。 

次年度も，校長の学校経営ビジョンに連動したきめ細かい評価を行うこ

とで，学校運営の充実を図り，学校経営の改善に努めたい。 
 
 


